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対策スキーム等について

① 電波遮へい対策事業による対策
（１）費用

２０１０年度から当社も費用の1/6を負担

（２）スキーム

移動通信基盤整備協会により、共同のアンテナ設備等を設置

（３）施工実績

東北・上越・北陸各新幹線及び山形新幹線（奥羽本線）、中央線
の2㎞以上のトンネル

駅 間 上下別
ﾄﾝﾈﾙ

名称

ﾄﾝﾈﾙ長

（m）
ｻｰﾋﾞｽ開始 費用負担スキーム

1 高尾～相模湖 下 新小仏ﾄﾝﾈﾙ 2,594 2010年4月 国1/2、協会1/2

2 相模湖～藤野 上 新与瀬ﾄﾝﾈﾙ 2,190 2010年4月 国1/2、協会1/2

3 笹子～甲斐大和 上 新笹子ﾄﾝﾈﾙ 4,670 2011年4月 国1/2、協会1/2

4 岡谷～みどり湖 複線 塩嶺ﾄﾝﾈﾙ 6,154 2011年4月 国1/2、協会1/2

5 高尾～相模湖 上 小仏ﾄﾝﾈﾙ 2,574 2012年4月 国1/3、協会1/2、JR1/6

6 笹子～甲斐大和 下 笹子ﾄﾝﾈﾙ 4,656 2013年6月 国1/3、協会1/2、JR1/6

電波遮へい対策事業による対策区間（中央線）

（2009 年度まで） 

国（補助金）1/2 携帯電話事業者 1/2 

（2010 年度から） 

国（補助金）1/3 当社 1/6 携帯電話事業者 1/2 
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② 移動通信基盤整備協会出資による対策

③ 各携帯電話事業者による個別対策

（１）費用

移動通信基盤整備協会による負担

（２）スキーム

移動通信基盤整備協会により、共同のアンテナ設備等を設置

（３）施工実績

多くのお客様のご利用が見込める首都圏地域を中心に対策

（１）費用

各携帯事業者による負担

（２）スキーム

各携帯事業者が個別に設備を設置

（３）施工実績

各事業者の要望により首都圏の駅等を中心に対策

対策スキーム等について
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新幹線（東北・上越・北陸）トンネル

線区・区間 トンネル数 トンネル長 サービス開始
東北新幹線 第1上野トンネル～上野駅～赤羽台トンネル 4 4.1km 2002年度
東北新幹線 宇都宮駅～那須塩原駅～那須トンネル 9 9.8km 2007年度
東北新幹線 蔵王トンネル～白石蔵王駅～仙台駅 17 28.5km 2007年度
東北新幹線 白坂トンネル～新白河駅～福島駅～信夫山トンネル 32 31.3km 2008年度
東北新幹線 仙台駅～一ノ関駅 37 23.4km 2013年度
東北新幹線 一ノ関駅～盛岡駅 11 19.3km 2015年度
東北新幹線 盛岡駅～いわて沼宮内駅 8 16.7km 2015年度

北陸新幹線 高崎駅～安中榛名駅 5 3.5km 2016年度

東北新幹線 いわて沼宮内駅～岩手一戸トンネル（一部） 5 15.7km 2016年度
上越新幹線 高崎駅～中山トンネル（一部） 2 21.0km 2016年度
東北新幹線 岩手一戸トンネル（一部）～二戸駅 2 13.7km 2017年度
上越新幹線 中山トンネル（一部）～上毛高原駅 2 9.4km 2017年度

東北新幹線 二戸駅～金田一トンネル（一部） 4 9.2km 2017年度
北陸新幹線 安中榛名～八重原トンネル（一部） 17 38.1km 2017年度

東北新幹線 金田一トンネル（一部）～八戸駅 3 13.8km 2018年度（12/27）
計 257.5km

線区 実キロ 総ﾄﾝﾈﾙ長 対策済 対策中 未対策 未対策区間

東北新幹線
（東京～大宮） 30.3km 4.1km 4.1km 0km 0km 対策完了済
（大宮～新青森） 644.6km 231.9km 181.4km 47.5km 3.0km 新青森（手前）～新青森

上越新幹線
（大宮～高崎） 77.3km ― ― ― ― トンネル区間なし
（高崎～新潟） 192.2km 106.7km 30.4km 64.2km 12.1km 浦佐(手前）～浦佐

北陸新幹線 （高崎～上越妙高） 176.9km 97.6km 41.6km 56.0km 0km
合 計 1,1213km 440.3km 257.5km 167.7km 15.1km

対策済み区間

対策状況

• 2002年度から電波遮へい対策事業により対策を進めている

• ＪＲ東日本管内の総トンネル長約440kmのうち、対策済区間が約258km、対
策中区間が約168km、未対策の区間が約15kmである。
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新幹線（新在直通区間在来線含む）トンネルの対策
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課題・要望等

• 鉄道施設内は狭隘箇所も多く、設備設置スペースも限られている。
• 施工やその後の保守においても安全上のルールに則った手続きの上、

列車が走行していない時間帯のみでの施工及び保守となるため、時間

を要する。
• ホーム上においても他設備との競合により設置スペースが限られるほ

か、安全上の配慮も必要。

鉄道敷地内の設備設置について

共同のアンテナでの設備設置及び一元的保守が望ましい

ホーム上
狭隘トンネル
（中央線） 他設備の設置

(秋田新幹線)

トンネル内退避抗
（機器設置候補一例）

限られた機器設置個所
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ご清聴ありがとうございました。
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